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招待講演

神奈川歯科大学（Web開催）

『口腔と認知機能研究事始め及び将来展望』
小野塚實先生（名古屋女子大学）

『アルツハイマー病の疾患修飾療法最近の進歩』
岩坪威先生（東京大学）

医科歯科連携シンポジウム

基礎研究シンポジウム

認知症患者600万人の時代―歯科医療から認知症にどう取り組むべきか？

脳機能・口腔疾患医療センターコンソーシアム構想の具現化
鹿島勇先生（神奈川歯科大学）

認知症専門医による医科歯科連携の必要性
眞鍋雄太先生（神奈川歯科大学）

認知症予防/治療における統合医療の可能性
川嶋朗先生（神奈川歯科大学）

ここまでわかった、口腔機能と認知症の関係―基礎研究からのアプローチ

『口腔と認知症』に関する研究のレビューと基礎系から見た現在の問題点
後藤哲哉先生（鹿児島大学大学院）

軽度認知機能障害期の神経生理
吉村弘先生（徳島大学大学院）

歯周病原細菌と認知症
松下健二先生（国立長寿医療センター口腔疾患研究部）

咀嚼機能低下と認知症
道川誠先生（名古屋市立大学） 参加希望の方はここから


